
ことばをより豊かにする教材・教具の
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1.研究主題の意味と重要性
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人間らしさ,人間存在の特徴のひとつとして,--「ことば」を使って生活する-ことが言わ

れている。人間が成長していく過程に即応し(その程度の違いは多少あるものの)「ことば」も,

初歩的な段階(哺語,きわめて具体的な名付)から,やがては「ことば」を使って抽象的な思考

活動を行うまでに高まってくる。

このように,人間の発達にあわせて,「ことば」はさまざまな様相を示し,各発達段階での活動

を支えている。その中で,二貫していることは生活を合理的に,快適に,豊かにし,ひいてはた

くましさを育てていく媒介物として,人間らしさを支える基本的なものであるということである。

つまり,「ことば」は人間のもつ諸機能のなかの中核的なものであり,「ことば」をもつごとによっ

て人間の世界は著しく広がりと深まりをもつことができるといえる。

「ことば」の機能面を具体的にとらえてみると次のようになろう。

① 人と人との意志の伝達の手段である。.

② 科学的にものごとを思考し, 理解し, 推理, 創造する道具である。

③ ものごとを判断したり, 行動を規制して社会生活に適応する道具である。

④ 経験の量を増し,.生活をより豊かにする手段である。

このような機能をもつ「ことば」は生得的なものではなく,また自然に獲得されるものでもな

い。学習によってのみひとりひとりに身についていくものである。ここに指導の可能性があると

いえよう。

生活の中で「ことば」の占めるウエイトははかりしれないほど大きく,ことばをしゃべれなかっ

た子が,たとえ一語文,二語文であろうとしゃべれるようになれば,彼の生活は飛躍的に拡大し,

体験量の豊富さが生活処理への自信につながっていくことは容易に想像される。人間として生活

をしていくうえで,こうした力を身につけていくことは必要不可欠であるということができるが,

それゆえに私たちはひとりひとりの能力に応じてそれにこたえてやらなくてはならない。この時,

より大切にしていかねばならないことは,子ども自身,具体的,実際的な場面で課題を処理する

ために今もっている「ことば」の力をせいいっぱい使っている与とであり,さらに,この力を伸

ばしたいと訴えてくるという事実である。

こうしたことをl基本において,ひとりひとりの子どもの「ことば」を豊かにしようと考え,標

題のような研究主題を設定した。

2.ことばを育てる「人」「物」「場」

学校生活の中での子・どもたちの言語生活を観察してみると,そこには,子どもたちの言語活動

を活発にさせる条件が兄い出される。そのひとつが子どもの周囲の「人」の存在である。その「人」

が子どもたちにとって親和的な存在であれば,言語獲得のための望ましいモデルとなり,言語表

出に意欲を持たす対象となる。次に,給食や遊びなどの「場」が考えられる。この「場」は,自

己体験を豊富に与えることができれば言語獲得の場となり,快適な雰囲気をそなえていれば,有
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効な言語表出の場となる。L最後に`,電話や遊具な

どの具体的な「物」がある。この「物」について

も,自分で操作したり,身体で感じたりすること

により,子どもは言語を獲得していく。また「物」

は自己のイメージを言語化する媒体や,話す意欲

を引き出す道具として,言語表出に働いている。

これらのことを構造図的にあらわしたのが右の図

であ、る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　7

3二　ことば(国語科)'一の目療の設旋

養護学校(精神薄弱)尊習指導要領及び,・小学

校学習指導要領の国語科の目標を参考にして,本

学級の国語科`の目標を次のように設定した。t

場

物

場

○　 聞 くこと, 話す ことへの意 欲 を高め, 自虐 を もたせ るとンともに人の話 を正 しく聞いた り,

自分の意見 をはっ きりと表現す る態度や能力を養 う′。

○　 読む こと, 書 くことに関心 をもたせ, 簡単 を語句や文を読んだ り書 いた りで きlるよう~たす

る。

子どもたちの生活を豊かにすることと,ことばを豊かにすることとは表裏一体である。ことば

を豊かにしていぐため高ま,・まず,ことばのも・つ機能を知サ,積極的にことばを使う▼よう'になら

なければならない。そこで,「開くこと,∴話すことべの意欲を高め`る」ための手だてを私たちは講

じていぐ必要がある。

さらに,こう工た活動に「自信をもたせる」ことによって∴子どもたちはこ`とばめ利用に慣れ,

伝達の手段としてのことばの意味を理解し,1「人の話を正しく聞いたり打開く人の立場になって,

相手にわかりやすく「自分の意見をはっきりと表現する態度や能力」がそなわってくるのである。

文字を読むこと,書く土とにらいても,生活に直給したところで,という基本的立場に立って,

まず,こうした活動に「関心をもたせる」ことから始めていく。「簡単な語句や文を読んだり.書い

たりできる」ためには,・ある程度,ドリル的な指導が必要となろう。しかし,その場合た.も必ず

生活に帰してやる手だて,学習したことを生活の中で使う場を醸成しそやる必要があるも.、

4.~ことばの指轟でゐ由意点ノ

・′　子どもたちのことばの獲宿や改善,是着は,・人間関係を前提として成サ立っ。即ち,ことばを

獲得させていくためには,一ことばそのものを指導しでいぐことからゼはなくく,集団生活に参加さ

せることから始めていく。これは国語科の時間に限らず,全教育活動の中で子どもせとらえ:てい

く必要を意味する。こめことを基本にして,以下の点に留意する、こ'と`にした。,_

(1)心身全体の成長・発達を目指す

ことばの遅れや障害の多くは心理的な面(情緒の不安定,全身的な完達の未熟など)や環境

的な面つ言語環境の問題など)など,いぐつかの要因が重なり合ってい-ることが多い。そのた

め,ことばの指導はできるだけ多面的に行うこと-か必要となる。子どもの心身の全体的.な成長・

発達を支える活動の坤でこそ,言語は発達するという'考えを大切にしたい。

(2「人との暖かい情緒的な関係を育てる一　　　　'

ごっこ遊び,あるいは人間関係の中での遊びは,-ことばの獲得に重要であるとされている。
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人との暖かい情緒的関係はその子にとって快適な状況をつくりだす。そうした中で周囲の人を

モデルにした言語模倣が多く行われるようになり,また相手に話しかける意欲も高まるため,

言語の獲得は促される。ことばは暖かい豊かな人間関係の中でこそ育つと考える。

(3)周囲がよい話し手,よい聞き手になる

ことばの獲得は子どもが生理的にも心理的にも快の状態の時により良く促進される。そのた

めには親や教師(周囲の子ども)がその子の話に喜んで応じ,快く聞いてやる態度が必要とな

る。子どもの気持ちや言いたいことを正確にとらえ,.相手になってやることは,子どもの発語

意欲を高める。こちらから話しかける時には,その子が理解しやすいようにゆっくりと,そし

て表情豊かに語りかけることが最も大切になる。

(4)ことばを教えこもう,訓練しようとしない

ことばは学習により身につくものであるが,その獲得過程をみるとことばの訓練等によらず

自然と身についていくようすがわかる。ことばは指導者側が教えこもうとしたり,教育熱心な

あまりに何とかしようと身構えるほどうまくいかなくなることが多い。子どもが喜んで参加で

きる遊びの要素を多分に含んだ場面でこそ生きたことばが習得されると考える。

(5)罰をもちこまない

発音が不明瞭であるからといって叱ったりするなどの罰を与えることは決してやってはなら

ないと考える。強制的な訓練や罰はことばを使用する意欲を子どもから削ってしまうことが多

い。ことばの獲得は子どもの内発的な興味・関心や好奇心に強く支えられており,そのための

環境づくりが大切となる。

5.話しことばの発達診断表の作成

「3」で述べた国語科の目標を実現させるためには,子どもの発達段階の正しい把捉と指導内

容の系統に基づいた指導とが必要な条件となる。指導内容の系統と段階については「初等教育」

臨時増刊3号や「養護学級学習指導案事例集」等に収録しており,ここでは紙面の都合で省略する。

ことばには「開く」「読む」「話す」「書く」という四つの活動があるが,それぞれの活動につい

て子ども一人ひとりの実態を把握するための診断,評価を行う必要がある。今年度は「話しこと

ば」の発達診断表の作成を試みた。

ことばの指導は具体的な生活場面を通して獲得,改善,定着させていくことを基本と考えるた

め,診断の項目も広く生活全般に渡ることが望ましいと考える。しかし心身の全般的な成長・発

達が話しことばに変容をもたらすと考えるなら,話しことばのなかに全身の発達との結びつきが

より顕著な領域を兄い出すことができるはずである。その領域を診断の観点に位置づけることに

より,全身の発達段階を基盤にして話しことばの診断が可能になろう。

(1)診断の観点について

話しことばの発達をとらる観点として以下の三点に着目した。

○　体験の伝達文の内容

○　疑問文の内容

○　原因・理由を表わす「から」「ので」の使用の状況

これらの観点は発達をとらえるうえで次のような意味をもつと考えられる。

①　体験の伝達文

一歳を過ぎるあたりから一語文の使用が可能になり,自己の要求などを一語に代表させ始め

る。また一歳を過ぎるあたりから「ごっこ遊び」などの象徴的遊びが盛んになり始める。こう

した象徴機能が出現すると(象徴的思考段階),言語の獲得は急速になり,自己の世界を積極的

に「表現」しようとするようになる。そして現前の実際的な状況をはなれた思考が可能になり,
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イメ⊥ジや言語を媒介にして自己の生活を過去,1'{

現在,未来と`いう観点から二と`らえir表現できる・よ

うになる。・眉己の生活を言語で再構成でき,言語し・

が思考の担い手となることは子どもが新たな発達

段階に位置したことを示す。体験を事前,.事後に

話すことは発達的にlも教育的にも重要な意味をも

つものと考えられ,一この体験の伝達文の内容は,

子どもの全般的な思考発達をと・らえるうえでも重

要な意味をもつ。それゆえ,体験の伝達文の内容-

を話しことばの発達をとらえるうえでの観点のひ

とつと考え.るb_

(診　疑問文′

象徴機能の発達に伴い,・子ども.は事物の名前や′-

その意味を知ろうとする意欲が強まる.。周囲の人

から説明を求めることによって知識を得たり理屈

を覚えたりするのであるが∴それは間・いかけの繰

具体的操作段階

直観的思者段階

象徴的思考段階

感覚運動的段階

論理的な思考ができるよう

一一一…にな事が,その素材となる

のは「現実」が中心。

あ~る程度は「今ここにない

‥…もの」、も思考の対象になる

が∴まだ論理性に乏LL、。

「今ここにあるもの」のみを

扱え。る。

ピアジェに、よる患者発達過程

'り返しによ一って成しとげられる。疑問表現は思考

Ⅰの発達になくてはならない表現形式であり,・この発達をてみていくことは,子ども.の精神発達の

過程がみられるとも言えよう。この疑問文の内容も話しことばの発達をとらえるうえでの観点

のひとつと考える。

'③　原因・理由を表わす「から」「ので」,の使用の状況

原因・理由を表わす「から」「ので」・等の使用はことばで相手に説明し,理由づけ,、納得させ

よう、とする1ものであるから,子どもの言語力と共に思考九　社会性の発達がなければでてこな

~いと考えられる。・それゆえ,「から」イので」等の理解と使用は子どもにとっては新たな発達段

階を示すものである。このことばについても話しことrばの発達をとらえる観点の.ひとつと考え,

る。

(2)発語のみられる子ど・もの発達診断表

(丑　診断の尺度について

前述した三っの観点について,∵これらの文や

.`助詞などが使用できてい~るかどうか∴使用でき

ているとするならどの内容まで可能なのかとい

うことについての診断は話しことばの実態を

「段階」的な側面からとらえくることになる。し

かし,話しことばは本来社会的なものであり,

人間関係のなかで育つと考えれば,どのような

状況のもとで話せるのかという側面か.らも1とら

えてみる必要があると考え・る。すわち「人との

かかわり」という側面の重視である。こうした

'考え~から,このたびの話しことばの発達診断の

尺度のひとつと'・して∴人間関係のひろがりの程

度を取り入れてみた(右の表)。

】
i

痍 ・

○ 人 間 関 係 の ひ ろ か り の 密 度

l　　　　　　 二　r　　　　　　　　 r
l　　　　　　　　　　　 I　　　　　　　　　　　 l

き 家　　　 き　 親　 ・'い　 ひ ′

用 ・ る ・族 .一　　 る　 L p　 , 人　 ご

で 0　の　　　　　 い　　　 に - ろ ~'

き 人 .　　　 二人　 ・ 使 ▼接

. な - . に　　　　　 に ′　　 用 触 .

い 1 イ使 ∴　　　　 債　　　 で の

0 用　　　 ・ 用　　 1き .少 :

で　　　　 そ　　　 る　 な

0

使用できない

意
味
の
理
解
は
で
き
て

い
る
。

意
味
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理
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が
ま
だ
で

き
て
い
な
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ご
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」
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使
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細
分
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さ
せ
た
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②　診断と指導方針

診断表と男児⑲についての具体的なプロフィールが168ページに示されている。「段階」と「人

とのかかわり」という二つの側面からの診断にもとづき,まだ末習得の内容を今後の指導のポ

イントのひとつに据えるという方針をとることができる。また,現在習得されている内容に着

目し,そこから指導を深めていくという方針をとることもできる。しかしその指導にあたって

は国語科のみならず,広く日常生活全般のなかでの取り組みが必要になることは言うまでもな

い。子どもの心身の全般的な成長・発達がことばの発達を促すという考えを大切にしたい。

168ページの男児⑲のプロフィールは白丸が昭和60年5月の実態,黒丸が61年3月の実態であ

る。体験の伝達文の習得が比較的顔著であることがわかる。

(3)発語のみられない子どもの発達診断表

私たちは発語のほとんどみられない子どもに接する時,その子が将来話しことばを習得でき

るかどうカ㌔　そして現在何をどのように指導すべきかということについて考える。

ことばの指導をより適切に行うためには,現在のその子の言語発達の実態を正しくとらえる

必要があるが,発語のみられない子どもの場合には,広く日常生活場面でのいろいろな活動に

注目し,その内的な言語発達の段階を把握するという方法をとる。私たちは、子どもの諸活動

のなかで,いわゆる象徴的行動に着目し,子どもの内的な言語発達の診断を試みることにした。

①　診断の目的

ことばが育つために必要な象徴的世界(象徴的行動が可能な発達段階)が子どもの内に成立

しているかどうかを診断し,指導につなげる。

②　「象徴的行動」とは

象徴的行動とは,あることがらを別なことがらをつかって表現する行動である。たとえば,

母親の模倣をするといったごっこ遊びは,自分の行動が母親の行動を象徴するものとなってい

る。こうした活動は現前の実際的な状況をはなれた活動ということができる。このようにある

ことがらに別なことがらを象徴させるという意味で象徴的行動と呼ぶ。

ことばは具体的・抽象的なことがらを象徴したものであり,その意味から,ことばの獲得は

この象徴的行動そのものということができる。それゆえ,上述の例で示したような象徴的行動

が子どもに十分に可能になるということは,ことばの獲得の基盤のひとつが成立しているとみ

なすことができよう。診断率(169ページ)のなかでは,動作など自己の内なる世界を表現しよ

うとすることも広い意味で象徴的行動としてとらえているこ診断表には女児⑤についての具体

的なプロフィールが示されている。白丸が昭和60年5月,黒丸が61年3月の実態である。

③　診断のしかた

診断表の診断項目には象徴的行動として「みたてる行動(ごっこ遊び)」「ことばの理解と動

作化」「対人的行動」「対物的行動」をとり上げた。行動が可能な項目の数が多いほど,その子

の象徴的世界はより充実,発展していることが推測されるが,項目の数の多少を判断する基準

を明示することは現時点ではまだ困難であり,今後の検討課題のひとつである。

④　診断と指導方針

ことばの獲得の基盤となる象徴的世界が成立していると推測されるなら,今後の指導法によ

り発語の可能性が出てくる。たとえば,ことばの獲得を促すための教材・教具の開発や,より

良い環境づくりを通して指導の一層の充実をはかることが大切になる。また一方で,「理解」言

語をふやす指導にも力点を置くことができるという見通しがたつ。また現在習得されている内

容をさらに充実させる方針をとることも大切であると考える。きた児童によっては,発声器管

の訓練等も同時に進めていく必要もでてくるであろう。
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く発語のみられる子どもの発達診断表〉

(男鬼⑲のプロ7才こル)

〇一一一〇　昭和60年5月

●　一一　舌.昭和61年3月

段

階

診・　 断　　 内　　 容 こ

便　　　 家彿　　　 親彿　　 ひ少使

用　　　　　 族用　　　　　 し用　 ナ　　 ごな用
で　　　　　 のてh　　　　　 いで'　　　 ろい で
き　　　　　 人 き　　　　　 人 き　　　　 接 人 き
た　　 に 号　　 に る　　 禁 にる

体
験

の
伝
達
文

I
体験.したことについて「○○ した ?」と開 くと「うん」「コックリ」等でこたえる。 ニ≠ 轡

体験 したことについて「○○ した ? 」と聞くと「○○」とこたえる二 ′Tヽ ′一一′　　　 ⊥
Y　　　 ノ/ 【~

II

体験 したこ とについて単語 を羅列 してこたえ る。 ′去し./ 一̀r _-
㌣

体験 したこ とにつ いて 「○○ した」といえ る。 ふ

ノー′、苧′
今 して いるこ とについ て「○ ○ して いる」とい える。 瓜一一一一一r

一一一ぺEy
過 去の体験 にっいて 「○○lL た ことがあ る」といえる。 一t.

「ぼ く(は)○ ○ した」lと主語 を使 用で きる。 中　 三 麹

H I 体験 した こ とを時間的経過 に従 って話 す。 Jh

Ⅳ
体験 した ことを時 間的経過 に従 って 「い,つ ,どこで,だれ と,なにを」等 由　　 二さ車
をお き-えて言舌す。

段

階

疑 .

由

詞

診 断 内 容 (例 文 )

桂 一壽 .- ノ撃

疑

問

文

具 体 的 事 実

につ い て 説

明 を求 め る

疑 問 表 現

I

「な に」

(第 1 期 )

「コ レ　 ナ こ / 」(名 前 を開 く)
～

「ナ ニ　 シ テル / 」(行 為 を 聞 く) ふ
⊥_ ・・一二プ戸へ5 ′

「ど こ-」 「ドコ　 行 ク ノ / 」 ・′T _ヽ′一一一r - /′
＼⊥ノ~、、、 .__▼、、し

「だ れ 」 ・ 「トウバ ン (当 番 ) ダーレ/ 」 ~・ 「、一一こミーih
Y

「どれ 」 「ドレガ イ イ / 」 ふ
._ ′・づ 繹

「ど っち 」 「ドッチ　 ホ シ イ / 」 ′T L_ .一一一.⊥　/

ノ　　Y　　 ノ/ ~
「どん な 」 「ドンナ　 イ ロ (色 ) / 」

II

「い くら」 「イ ク ラ　 イル / 」 ふ
Y

「どの 」 「ドノ　 イ ロ (色 ) / 」 ふ

ノ′ノq y 1
「い つ 」. .「イ ツ 行 ク ノ / 」 t　 摩 ⊆ ここ と:

論 理 , こ と

ば の 意 味 ,

で きご との

理 由・, 原 因

につ い て 説

明 を求 め る

疑 問 表 現

「ど う　して 」 「ドゥ シ テ　 ナ イテ イル ノ / 」 　　　 「　　　 ～　 ′ji、
. (第 1 期 ) (感覚 的 .即 物 的 な 事 象 に対 す る質 問 ) Y ,

「ど う」

「ドゥヤ ッテ トル ノ / 」(方法 を聞 く) ′去、
l一_ ・・づ声′、ミリ

「キ ョウ (今 日) ドゥスル ノ/ 」(行 動 を開 く) /T 一一・・二二'て~∠
Y

「ガ ッ コ ウ ドゥ グ ッタ / 」(様 子 を開 く) ′益/ ′

ノー{e J「な に」 「ケ ッ コ ン (結 婚 ) ッ テ ナ こノ 」

・(こ とば の 意 味 を開 く)
も・(第 2 期 ) ▼

「ど う　して 」
(第 2 期 )

「ドゥ シ テ　 オ トナ (大 人 )ニ　 ナ ッ タ ノ / 」
(非 感 覚 的 ,抽 象 的 な 事 実 に 対 す る質 問 ) JhL▼

「ど う」 「ドウ イ ウ　 コ ト/ 」(意 味 ・理 由 を聞 く) 歯

段 ~̀

階

診 断 内 容 (例 文)

便　　 ・・家便　 ・ 親使　　　 ひ少使
用　　　　　 族用　　　　 し用　　　　 ごな用
で　　　　　　 のてh　　　　　 いて-　　　　 ろ いても
▼　き　　　　　 人 き　　　　 人 き.　　 接人 き
な　　　　　 に る　　　　 に る　　　 触 にる
い　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 の

璃 時間的経 過の 「や、ら」 II 「テレビヲ　ミテカラ (ゴバンヲ) タベマシタ」 diヽ
-　　平.

原因・理由の「から」「ので」 II 「アメガ フッタカラ　カサヲ　サシマシタ」,
一　′去、-
でヲ′

※段階　I・・・MAO～3歳　II:・・MA3～A5歳

ⅡI‥・・MA5～7歳　　Ⅳ・・・MA7-9歳
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く発語のみられない子どもの発達診断表〉

(女児⑤のプロフィール)

○-○　昭和60年5日

婁　　享　昭和61年3月

段　　 階

診　　 断　　 内　　 容

行

動

の
種

類

l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 l
l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 l
で　　　　　　 場 にで　　　　　　 常

夏　　 慧 至 芸　　 誓

い　　　　　　　 況 は　　　　　　　　 る
歳 月

0

7

9

10

要 求 が あ る時 (な にか 取 ってほ しい とき

など) 声 を出 してお となの注意 をひ く。
C l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 l

1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1

「イヤ イ ヤ」「ニ ギニ ギ」 「バ イバ イ」な ど

の動作 をす る。
B

-　　　　　　　　 ( 、　　/

l　　　　　　　 U 、 ＼ 、

「いけ ませ ん」という と, ち ょっ と手 をひ

っこめ て親の顔 を見 る。
C l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 i

I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 l

父 や 母 の こ とを問う と(「パ ノヾ どこ ? 」「マ

マ は ? 」な ど)そ ち らを見 る。
B 1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1

l I

お となの す るこ とをや りたか る (字 を書

く, 柄 を使 うな ど)。
A ・D l

、、　＼　 ▲

l ノー一一一一r▼

お となの こ とばを理解 して行動す る。

「い らっ しゃい」「さ よな らしましょう」
B 】 l

l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 l

もの な どを相手 に渡す。 C ・D l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 l
l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 l

絵 本 な どのペ ージをめ くりなが ら見 る。 D l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 l
1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1

1

12

15

18

2 1

道 具 を見 ただ けで模倣的 に使用す る。 A ・D l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 l
l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 l

よ く知 っ ている場所 に くると教 え る (指

さ した り, 「ア ー ア ー」と言 う)。
C

l　　　　　　　 〔、　　/

l　　　　　　　 V 、一一、し

親の顔 を うか がいなが らいたず らをす る。 C
一　　　　　　　　　 一　　　　　　　 ＼

I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 l

絵 本 を見 て知 っている もの を さした りす
C ・D

⊥　　/　　　　　　　 -

る。 ▼　　＼　　　　　　 I

食 べ もの の絵や写真 を見 た ら食べ るまね

をす る。
A ・D

権 .ビ　　　 圏

l ノー一一一一▼

お も ち ゃ を と り あ う。 C ・D 1 l
1 l

簡 単 な い い つ け を 理 解 し て す る。「○ ○ を

持 っ て い ら っ し ゃ い 」な ど 。
B l l

1 I

目, 耳 , ロ, そ の 他 身 に つ け て い る も の

を た ず ね る と さ す 。
B l 1

I l

あ る言 葉 に 対 し て 特 定 の 動 作 を す る 。 B ・C 1
、 ＼一一、-▲

一　　　　　　　　　　　　　　　　　 丁

「い け な い 」と い う とふ ざ け て か え っ て や

る 。
B ・C

一　　　　 一　　 ∋ 魂

父 母 の し ぐ さ の ま ね を す る 。 A
l　　　　　　　 瓜 } 一一一一′　　　 l

ー　　　　 ノ/ 一 ′ 【T　　　　　　　 I

な ん で も 自動 車 に 見 た て て 押 し て 歩 く。 A ・D
① ∈ こ　　 し こ こ=　 l

母 の そ う じ し て い る の を 見 て ま ね る。 A
I　　　 、 、、 、 /〔

l　　　　　　　 V ＼ 、 、

困 難 な こ と に 出 会 う と, 人 に 助 け を 求 め

る 。
C l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 i

I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 l

印 刷 物 や 本 を 持 っ て , 読 ん で い る よ う に

な に か し き り に い っ て い る。
D l

l

自 分 の 名 前 を 呼 ば れ る と, 手 を 上 げ る な

ど の 返 事 を す る 。
B 1

l

お と な に 鉛 筆 を に ざ らせ て , か け とせ が

む 。
C ・D l

l

お も ち ゃ の 電 話 の ダ イ ヤ ル を ま わ し て 話

す ま ね を す る 。 D l
l

人 形 や お も ち ゃ の 動 物 を お ぶ っ た り, 抱

い た りす る 。
D l l

! l

台 を 使 っ て 高 い と こ ろ の もの を 取 る 。 D
鮮 三 二 二　　 l　　　 l

※行動の種類　A…「みたてる行動(ごっこ遊び)」B…「ことばの理解と動作化」

C…「対人的行動」　　　　　　D…「対物的行動」

(松田信夫)
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6・実践事例(喜護学級低学年組)-表現意欲を高め睾劇あそぴの指導・-

低学年にお.ヤーては,uことばを発達させる経験を多く与えるとともに,それを表現しょうとする

意欲をおこさせ,表現の仕方を学ばせる指導が重要である。そこで,豊かな表現生活を目指して,

a同語の授業に劇あそびを取り入れた。表現意欲を高め,そして表現技術を学ばせるのに劇あそび

が適していると考えたのは次の点カ、云である。

'○劇あそびは子どもたちにとって楽.し再舌動である。楽しければ子どもたちの心も解放され,

自ずとことばや身ぶりの表出が増えるであろう。

○劇あそびに含まれることば以外の表現方法(表情,身ぶり等)は,子どもの「話す」という

緊張を柔らげ,発語を促がす手助けにもなるであろう。l特に低学年においては;ことばを定着さ

せるためには,,身体動作を取り入れる土とが有効であると言われている。・-.

0友だち-と役割を分担して仲良く遊ぶという与とを通して,自分の即-を友だちに伝えたいと

いう気持ちは高まるセあろう。そしてそれが日常生活に波及するであろう。

(1)劇あそびのとらえ方

劇あそびという-と,脚本をもとに演じる劇と考えられかちだれそれ.だけ卒はなく広い意味

で次のようにとらえて指導した。(<　>内は指導した単元名)

○身ぶりあそび∴…・ズト「_リー性のない表現あそび(泣き声,表情,身体嘩蹄等)1を行.う。

<「どんなかお」-「こけこケニー」「動物園ごっこ」>

○場面劇あそび……お話の中の一場面を取り上げてi即興で劇あそびを行う。

<「赤ずきん」「とんとんとめてください・な」「王さま-の宝物」「おおかみと七

ひきのこやぎ」>

○劇づくり‥::……‥発表する与.とを目標として劇を作りあげていく昌、

<「三甲きのこぶた」「泣いた赤おに」>'

(2)教材選定にあたって

劇あ.そびにルーては,教材の良し悪Lが子どもたちの表現意欲に大きくかかわらてくる。そ

こで教材を選ぶにあたっては次の点に留意した。

○子どもが面白いと感じ,興味を持って取り組むことができも内容である′こと。

○話の筋がわかりやすく,-かつ子どもたちに学ばせたい表現要素が含まれてし-ること。

○表現しやすい内容であること。

(3)'教具について

子どもに関心を持たせ,表現意欲を高めるために,小道具(赤ずきく-んのずきん用布,口がハ

タハタ動く晦のベーブサート,T狩人の鉄砲になるバット等)を用意したbまた,・役を意識させ

るために,~ぉ面やぺ「ブサーuト等はでき、る範囲内で自分で作らせた。自分で作ったものには愛

着があり,大切に扱ってし.-た。OHPやテープレコーダ等の機器も有効に利用した。

(4)指導上の留意点

劇あそびを指導する際に次の点に留意した。

○子どもたちの自由な表現を大柳こし∴のびのびと遊ぶ楽しさ_を味わわせる。

?一人こ人の実感をとらえ,どのよう'な表現をさせたいのかを鹿に明確にしておく。

○正しい発音及び読み書きにも発展させること`を考える二

〇視聴する態度を身につけさせ,お互いの表現を認め合う心を育てるこ

(5)指導の具体例-「赤ずきん」(60年4月実施)「一一(計ヰ時間)1

次ページ参照
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指 導 の ね ら い　　　 表 現 要 素 学 習 事 項 子 ど も の 反 応 考　　　　 察

・登場人物及び話の筋 l o 言語要素 1 . 紙 しはいを視聴する。

2 . 登場人物を確認す る。

3 . 話の筋に従 って紙 しぼ

1. 本単元を通 して毎時間視聴 1 . 場面を限定 した大型の紙 し

を理解する。　　　　　 あかず きん したが, 飽きずにみんなが ばいを使用 したので, 子ど

0 おおかみ と赤ずきん　　　 おおかみ 集中 して視聴することがで もの注意をひきつけ拝観 さ

のやりとりを楽 しん　　　 おばあさん きた。 せ ることカ†できた。

で演 じる。　　　　　　 「どうして‥・なの」 2 . 「か りゅうど」ということば 2 . 紙 しぼいを使用 して確認 し
。好 きな場面 を選 んで　　 「…だから(だよ)」 は誰 も知 らなかった。 たが,ベーブサートを使用し
場面 を再構成 し, 話　　 「たすけて」 た方がより定着したであろう。

をする。　　　　　　　 「たべ るぞ」

e 身体表現
心配そうな様子。

食べるまねをしな

から追いかける。

あわてて逃げる。

鉄砲でうつ。

あやまる。

3 . 話の筋に従ってす ぐに並べ 3 . 場面場面がはっきりしてい

いの絵 を並べ る。 られるようになる。 る話なので並べやすかった。

4 . おおかみ と赤ず きんと 4 . 0 鉄砲 に魅かれて狩人を希 4 .0 それぞれの役の小道具 を用

狩人になって即興劇を 望 した男児①以外はみん 意 したことで, 役 を意菰づ

す る。(おばあさんの家 な赤ず きんになりたがっ け, 劇 あそぴを盛 り上げる

の場面だけ)

5. 好 きな場面 を選び, 翌

た。

e おおかみの台詞はそれ ら
しく言えるようになった。

ことがで き.た。

0 赤ずきんの台詞がなかなか

でなかったのは, おおかみ

くI 子が再構成 した絵〉

欄 囲 ~欝

(女児⑤以外)

0 赤ずきんが悲鳴 をあげて
逃げるところを気に入 り

役を交替 しなが ら何度 も

劇あそぴを繰 り返 した。

5 . 女児⑥ はおおかみかお見舞 `

の 臥 耳,口がおばあさんの

それらより大きい とい うこ

とがイメージ化 されなかっ

たため と思われ る。おおか

みのイメージを図る学習を

する必要があった。

5 . 登場人物の絵を渡 したので

場人物 を切 り抜いては いに行 く赤ずきんを待ち伏 情景を表わすような絵が語

聾 翫 ~、 ′頂 -'‥~` ることに より, 場面構 せているところを再構成す けない子でも場面を構成す

成する。

6 . 再構成 した絵を見なが

る。他の子はおおかみに追い

かけられるところを選んだ。

6 . 0 女児⑤以外はそれぞれの

ることができた。

6 . 絵があることによって話 し

ら話 したことを書 く。 場面の話をしてくれた。

。視写…女児(3瑠)
なぞる・‥男児(重婚) 女児⑤

たり書いたりすることへの

抵抗が少なくなった。

(6)女児⑤への取り組み一身ぶり表現を中心とした指導-

①　女児⑤のようす(60年4月段階)P169　の表を参照

○発　　語……器管的な問題があるため発語はまだ難しい。人の注意をひこうとする時は

「ウッウー」と声を出したり,うれしい時には声を出して笑う。

○模　　倣……簡単な指あそびや身ぶりの模倣は喜んで行うが,左上肢に麻痺があるため完

全にはできないことが多い。複雑な身ぶりの模倣はまだできない。

○劇あそび……動物等の身体模倣はまだできない。劇中の身ぶりをいくつか覚えてすること

ができる。

○表現意欲……表現することにまだためらいがみられ,声を出していても人がそれに気付く

と口をつぐんだり,模倣をしていても恥ずかしそうに止めることが多い。

②　指導の手だて

女児⑤が喜んで取り組める身ぶりの模倣に着目し,模倣を繰り埠し行わせることによって

その身ぶりとことばを結びつけることができ

るであろう,さらにはその身ぶりが表現のた

めの身ぶりに変わっていくであろうと考えた。

そこで,劇あそびにおいては,女児⑤がすで

にできる身ぶりをできるだけ取り入れるよう

に教材を工夫した。そしてその身ぶりがこと

ばと結びつくように指導していくとともに,

新しい身ぶりも少しずつ加えていった。また,

女児⑤の表現する時のためらいをなくすため

に,友だちとペアを組んで動くように配慮し

た。日常生活においても,教師はことばがけ

ー170　-

く身ぶりの指導計画とその例〉

模倣の身ぶり

ことばに対応し
た身ぶり

表現のための身ぶり

ことばを助ける
ための身ぶり

「おおかみ」の身ぶりをまねる。1

「おおかみ」という言葉を聞くと

その身ぶりをする。

「おおかみ」を表わしたい時に,

その身ぶりをする。

「おおかみ」の発語にそえて

その身ぶりをする。



に合わせて大きな身ぶり.をするように心がけたり,指あそびやまおっこあそびを取り入れて,

女児⑤の身体模倣を促すことにした。女児⑤カ輌らかの身ぶり表現をした場合はそれを認め,

その身ぶりにことばをそえて女児⑤に返していった。そうすることにより,女児⑤はコミュ

ニケーションの楽しさを知り,表現意欲が高まるであろうと考えた。

③　女児⑤あ変容

劇 あ そ び に お け る変 容 日常 生 活 に お け る 変 容

・1

学 _

期

・赤ず きんの即 興劇 では, 走 って逃 げ るところ だけ ・「な し」としこう身ぶ りの模倣 を喜んです る。( 4 月 )

をみん な と⊥緒 に演 じた。( 4 月) こ「な し」とか 「だめ 」とい うこ とば を聞 くと, その身

・人にお皿 をすすめ た り, 人か らすすめ られ る と食 ぶ りをす るように.な る。( 5 月)

ベ るまね をす る。( 6 月 ) ・よ くす る指あ そぴ の一 部 を歌 に合 わせてす るこ七

が で きた。( 7 月)

2

学

期

・絵本や紙 しばし̀、の視聴 に集 中す る時間が長 くなっ ・いや な時 とか ないこ とを表わ そ うとす る時 に,「な

て きた。( 9 月 ) し」の身ぶ りせ す るように なる。( .9 月 ) -

・友だ ちの演技 を よ く見 てお り, 簡 単な身ぶ りはす ・友だ ちがお も しろそ うな こ とを してい る と, す'ぐ

ぐその場で模倣 で きた。(11月 ) にその真似 をす る。(10月 )

・「がんばろ うね」の声で こぶ L をつ き上 げ る∴ ・劇あ そび で覚 えたノ ックを 日常で も部屋 に入 りた

T 「おおかみ」の身ぶ りを覚 え, 「お おかみ」と開 くと い時 に使 う。(11 月 )

その身ぶ りをす る。 台詞 に合わせ て吹 くまねや, ・友だ ち と声 を出 し合 って遊ぶ こ とが多 くなる。(12

. やけどを した様 子等 も表現するごとができた。(12月) 月 )

3

学

期

・学芸 会の劇 中の踊 りは, フ レー ズご との身ぶ りを ・「え らいね」とほめ_ると自分の頭 をなでた り, うま

全て覚 え, 1 ポー ズず つ表 現 した。(2 月 ) くで きた と自分で思 った時は 自分の頭 をなで る よ

・『王 さ まの宝物』では大 きな声で発声 した り, 進ん うにな る。

で どろば うにな りたがる等, 積極 的に劇あ そぴに 'J友だ ちの 「ほめ て」とい う要求 に対 して も~頭 をなで.

取 り組 めた。(3 月 ) お互 いに頭 をなで合 らて遊 ぶ。( 1 月) .

・・12 月 に行 った『3 ぴ きのこぶ た』の おおかみの身ぶ

りや 動作 を覚 えて いた。(3 月 )

・名前 よび 柱対す る返 事が確か になる。(草月)

④_考察

○　女児⑤ができる身ぶりの模倣から取り組んだことによって女児⑤に安心感を与え,表現

・することに喜んで取り組ませることができた。

○　女児⑤の表現意欲を高めた一因として,友だちの存在も大きい。女児⑤が何らかの形で

表現するとそれを喜び,同じような表現で女児⑤に返して楽しんでいくうちに,女児⑤と周

りの子のやりとり、遊びは次第に発展し,女児⑤はより積極的に友だちとかかわろうとしだ

した。女児⑤を認める人間関係の中で,女児⑤は表現することをためらわなくなっていった。

○・身ぶり表現はよくするようになった女児⑤であるが,発声を楽しむことはまだ少ない。

女児⑤が喜有で発声するのは,みんなが楽しそうに声を出している時である。発語に結び

つけるためにもそのような機会を多く持ち,女児⑤の発声を促していくことが今後の課題

である。

(7)女児⑤以外の子どもの変容(一年`を通じて)‥

、○　以前から劇あそびに卑ると生き生きと活動していた男児①は,・みん射こ認められたことが

自信につながり,こと`ばの表出も増えてきている。'またお話の内容を理解する力もついてき

た。自分が興味を持ったお話を視聴した後は,自分で場を設定し,・友だちや教師にそれぞれ

の役を指名して劇あ卓かを亘1-、ドするようになった。クリスマス会の劇では,アドリブで台

詞や動作を入れるまでになった。

○　人前で話したがらなかった女児④は,劇あそぴを通じセ人前でも進んで身ぶり表現をする

ようになり、そのうちに大勢の観客の廟でも堂々と台詞を言うことができるようになった。
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日頃はあまり友だちとかかわりを持とうとしないが,劇あそびの時には,友だちの演技をしっ

かり見ることができるようになった。

○　男児②は人の台詞や動作まで覚え,日常生活でもそれらと関連した場面に出会うと,台詞

を口にしたりしている。集中力がなく,すぐに注意がそれやすいが、劇あそびにおいては持

続する時間が長くなってきた。休み時間にも劇あそぴで使ったセットや人形で遊ぶ姿をよく

みかける。

○　世話好きな女児③は女児⑤と一緒に動くことを喜び,よく連絡帳に「げきのれんしゅうを

しました。Yやといよにしました。(Yちゃんといっしょにしました。)」と書いていた。女児

③にとっても女児⑤と一緒に動くことが、表現することへのためらいをなくすことになった。

(8)考察

○　劇あそびの時間はいつも子どもの目が輝いていた。「もう一度しよう」「○○しよう」と要

求する発言も多かった。楽しい雰囲気の中で自分を表現することができ,それをみんなに認

めてもらえるという喜びが,子どもたちを劇あそびに魅きつけたのであろう。

○　劇あそびは子どもにとっては楽しい学習であるが,教師からみれば,指導のねらいが明確

になりにくいところがある。「どのような表現をさせたいのか」「どのことばをおぼえさせた

いのか」を明らかにしていくとともに,それらが日常生活においてどのように生きてくるの

かを常に考えながら指導していかなければならないことを強く感じた。

○　教師の押しつけの表現ではなく,子どもの表わしたいという気持ちを大切にした表現でな

ければ表現意欲は高まらない。日頃から子どもたちをよく観察し,子どもが好むもの(動物

やTV番組の登場人物,歌等)を知っておく必要がある。そしてそれらをできるだけ取り入

れた教材を開発していかなければならない。

○　劇あそびを通して書きことばの指導もできるだけ図ってみた。劇あそびを充分に楽しんだ

後であれば書き表わそうとする意欲が高い。文字を書く前に絵を書かせたり色を塗らせたりす

ることによって,劇あそぴの場面を想い起こすことができ,書くことへの抵抗が少なくなった。

○　子どもの表現意欲を高めるためにはいろいろな教具を準備しておくのも大切であるが,劇

あそぴの中での教師の役割も大切になってくる。教師が率先して劇あそびに取り組み,それ

を盛りあげるように努めれば,子どもも意欲的に取り組むようになる。教師は意図する表現

を子どもから導き出すような発間を考えなければならない。

○　女児⑤の事例でもみられるように,表現意欲を高めるためには,お互いの表現を認め合う

仲間作りが根底となる。仲間作りをするには,まず教師自らが,どのような表現でもそれを

認めるという受容の態度を示さなければならない。一人の子だけをほめるのは,その子の表

現を他の子に押しつけることにつながるので,みんなをほめるようにした。

○　劇あそぴは繰り返し行うことによらて子どもに定着し,それを発展させることができる。

同じ劇あそびでも子どもたちは何度でも喜んで取り組み,自分たちでそれを少しずつ変えて

いっていた。

○　発表する場があると子どもたちは張り切って活動する。観客に見てもらうことによって,

自分たちが認められたという思いが自信につながり,表現がより豊かになっていった。発表

の場を数多く設定していかなけれければならない。

(9)今後の課題

表現したことを書くことに結びつけていく指導法の探究をしていかなければならない。また

年間を見通して獲得させたい表現内容を整理して指導していくことが今後の課題である。

(平岡陽子)
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7.実践事例(養護学級中学年組)⊥表現活動への意欲を高めことばをより豊かにする指導-

しんぶんづくりを通じて人に伝えることの楽しさを味わわせる指導

1(1)授業構想・(テーマのとらえ方と取り組み)

..′表現活動への意欲を高めるためには次のような条件を満たすことが必要だと考え・られる。子

ども,たちの言語表現活動をみていると、'新鮮な感動があった時に-は生き生きとした表現をして

いることに気づく。校外学習でデパートに行き食堂で食事をした時,バスに乗ってスキー場に

行き・,・そり遊びをした時など子ども.たちの心に強く感じるような経験をした時は,誰かに向っ

て伝えようとする意欲の高まりがある。

・次に,`'伝えようとする時に相手との親和的な関係が密なほど色々な言葉,身振り等の表現が豊

かになり,一緒に遊び活動するなかで開いたり話したりする雰囲気がつくられていき∴言葉に

よる交渉の必要も生じてきているb

.`又,表現しょうとするt内容に関連のある具体的な物(けがで包帯を巻いた指,行った所で買っ

た物やもらったパンフレッ:ト等)-がある-と言語化する時にしやすく,話す意欲も持続化されや

すい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し.

一　子どもたちにとって表現活動=学習ととらえるをも'ば表現意欲=学習意欲の高まりとして次

のようにまとめることができるのではないだろうか。　　　　　　　　　　　l

表現意欲の高まり-

ノし~、

新鮮な生活経験

活動の満足感・感動

表現意欲の持続

・具体的な物・絵

身体動作

親和的、友好的な人間関係

表現意欲の発展

′　楽しく話す・開く

もらと話したい

書きたい・書こう　′

楽しい学校生活 ・情鼻別解 安定した本間関係

①　子どもたちに新鮮で興味ある経験`を与えてし,-1くなかで活動の満足感を十分味わわせると,

感動をもとにして誰かに伝え,表現していこうこ.とする惹欲の高まりがあるだろう.。∴

②　その表現ひとつひとつを十分に受け入れるような親和的,友好的な友だちとの関係,大人

の関係があり言媒介となりやすい具体的な物がある▼と意欲の持続化がはかられるだろう。

③・楽しく_開・く,話手という活動をしっカサす′るなかで,もっと話したい,伝えたいという豊

かな表現への意欲や,_r読む,・書くということへの蕎欲が高まり'発展して叶くだろう・・。1

ことばをよFり豊かにするとは,子どもたち・の実態から次のように考えている。′

学校生活をより楽しく,情緒的にも安定して過ごすことが大切である。その中で伝えること

の楽しさや,その必要性を感じたうえ二で,身振りや栓などの音声言語や文字以外のコミ`・チニケー

シ,ヨン方法も積極的に使ったり,′それらせまねて使ったりする態度を育てi.具体的な経験から

語いをひろげ,生活の中で的確に使えるようにな・ることやJ「こ'うえ・ん」こといっ考単語の使用か

ら「かあさんとこうえんにいった」というような文の使用により,より相手に伝わり∴やすい話

し方で自分の思う:ことを伝えることができるようになることではないだろうか。.こ_七ばによる

表現ができ▼るごとは,ことばで思考し,p伝達してゆ,くことができ社会的な自立にもつながるこ

とである。
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(2)指導上の問題点

これまでの指導をふりかえってみて次のような問題点がある。

①　友だち同志が刺激し,まねを積極的にしていくような自由な表現発表のなかで,ひとりひ

とりに表現して伝えることの楽しさを味わわせるような場の工夫がたりない。

②　日常生活の対話の中で,基本的な語らいをおさえながら,それと具体的な経験や出来事と

を結びつけ語らいのイメージをより確かなものにしていく指導が不十分であった。

③　子どもたちから「書きたい」「書こう」という意欲をひきだす学習過程のとらえ方があいま

いで,書くことを意図的に設走する場の工夫がたりない。

(3)問題解決の方途

①　教師と子ども,子ども同志の豊かな人間関係をつくり,一緒に遊ぶなかで聞いたり話した

りする雰囲気をつくる。そのために,次のようなステップを考慮しながら遊びの場を設定し

ていく。

ア.私とあなたという役割り,相手を意識すること。

ィ.簡単なルールに従い2人組の相手,又は,鬼を交代すること。

ウ.相手(話している人)の言うことをよく聴く態度を育てる。

エ.言葉による意志の伝達の必要性があり,くりかえしがあること。

これは,日常生活の指導や遊びの指導の中で取組んでいくことも考える。

②　子どもに新鮮で興味なる活動の場を与え,活動の満足感を十分に味わわせて,具体物を操

作したり,自ら身体動作したことを絵や具体物を手がかりとし,話し,書くことをくりかえ

し表現する場をつくる。そのために次のような活動を考える。

ア.教師の仲介(個に応じた発間や援助)で経験や自分のしたことをことばや絵や身体動作

として表現する。

ィ.絵や具体物を手がかりにして経験や自分のしたことを話す。

ウ.絵や具体物を語句と結びつけて書き写す,文に書き表すことをする。

エ.書いた語句,文をもとに動作化したり,読み開くことでことばを確認する。

(4)指導の実際　　　　(単元　しんぶんづくり)

①　指導の意図するもの

本単元は過去継続してきた朝の会や帰りの会での生活体験の発表を発展させ,自分たちの

経験したことや出来事を「新開」という形でまとめ,みんなで読んだり,聞いたり,話すだ

けでなく,「しんぶん」をくぼって行くという活動でよりたくさんの人に伝えることを体験す

るものである。その中で読み書きする力を養いたい。

②　本学級の児童のこの単元に関する実態と課題

実　　　　　 態 課　　　　 題

男

平仮名はなぞり書 きだが, 名前が書けるようにな 経験 したことを絵や身体動作で伝え

った。平仮名で書いたともだちの名前がまとまり たり, 単語で話すことをくりかえす

l日ノし としてわかる。経験 したことは単語で話すことも
なかで, 語いをた しかなものにして

⑥ ある。それをたずねると違っていても 「ウン」で ゆくことができる。

あったが, 正 しい答えを求めるようになった。

男

児

甘

平仮名はほぼ読み書きできる。単語はひろい読み。 対話をするなかで, 話の内容のイメ

簡単な文を視写できる。発音は不明瞭であるが, ージを高め, 絵や身体動作であらわ

はっきり言えるものもある。経験 したことを単語 すだけでなく, 単語をならべて話す

で言 うことが多 くなってきた。 ことができる。
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女

‖ヨ

簡単な文 をあ まりつま らずに読め, だいたいの意 経験 した ことを他の人に伝 える時 に

味の理解がで きる。経醸 した こ七 を簡単な文で話 、自信を持 って癒す ことがで ざる。簡

ノし
③
す ことができるがJ人 前で話す こ とに少 し恥 しさが : 単な文 を語尾 まで正 しく読 むことが

ある。視写す る時抜 け字があるので援助がいるム で きる。

女

旧

平仮名の 4 分の 3h程度読 み書 きがで きる。一̀単 語は 経験 したことを時間的 な経過 をふま

ひろ・再 売みが多 いが∴ まとま りとして読み書 きが えて 謡すこと̀がで き.る・。絵や実物 を

ノし
⑨
で きるものがふえて きた。経験 したこ とを単語の 手がか りに して, 簡単 な文で話七 た

羅列 で話すこ とが多 い。 り書いた りで きる。

③　指導目標

○　友だちや教師との自由な話し合いの中で∴自分の体験を語句や文にまとめで話したり,

~・1書ぎあらわすことができるようっこする。

○　正しいことばで話そうとする態度や語句や文を書くことへの意欲を育てる。

④　指導内容と計画(10時間)

(9　指導の経過

児　 童
学習過程

. 男　 児　 ⑥ 男　 児 .⑦ 女　 児　 ⑧ 女　 児　 ⑨

l

2

「 華 H のことを話も つ

i

l

F よ 可　 匝 可

T . 「何をみたの」 T . 「だれと したの」 日記 の文を手がか リに

軍のため休み。

男児⑥「チェンジマ ン」 男児⑦ 「にいちゃん」 絵をはじめに描 く。文

○を描 くと目や ロを男 T が請の内容の絵 を守苗 は「どうや って書 くの」

児⑥が描いて, 当日降 き, 男児⑦ と　 緒 に絵 とモデルを求めて きた。

/
10
時

った雪 をた くさん描 く。

たずね ると [ゆき」と

昌つ。

を完成するこ とで話す

内容がはっ きりしてT

との会話が続 いた。

T の手本の文を視写 。

3

l ニュースをつくる0

1
l　　　　　　　　　　　　　　　 l

他の子が話すの を聞し† 女児⑨への呼びかけ, T と他の子の対話を聞 病院に行ったことを,

て絵を描 く。~T との対 ヽ対話せ 楽しむ姿かみ ら いて, 家での出来事か 一指 にまいた巻帯 を手が

ニュースを読む。

l

話で話す ことに意欲的 れた。 らT がモデルで話 した か リた話す。男児⑦ と

になる。 アナウンサーになるこ 話をニュースにす る。 の対話は男児(訂→ 女児

/
10

「～しました」と語尾を とで自分の書いた二 ュ 文を書 ぐ時 に 「どうや ⑨ と　 方通行。

時 ? けて話す。 ~- スを語尾をはっきり

つけて正確に読 もうと

した。

って書 くの」と又, モ

テル を求めてきた。

ーJ

4

l
! ニュー_スをつ▼くる。つ

】　　　　　　　　　　　　　 l

T との対話の中で 一,T との対話の中で絵 を T との対話の中で内容 T との対話の中でイメ

「サ ッカーボール」「こ 描 く。 この絵を もとに がふ くらんでいった。 ージがふ くらみ, 書い

ニュースをたがいに読む。l

l

うえん」「スキー」「テー 自分な りに文をか く。・̀ 自転車 に乗ってスーパ たニュースを発表 した

プ」「はらくん」「しん く 抜 け字が多かったが, 二に芦物に行 くと.い う あ と, 女児⑧のニュー

/
10

ん」七話す。 書いた文をT が読む と 体顔 が話す意欲 を高め ・スを読んだ。

時 絵は教師のモデルが男 1 うれ しそうだった。 た; 他の子のニ ュ.- ス T が丈 を読むモデルを

児⑥ の話題 と違 ったた

めかほとんど描かなか

った。

を読みたか る。 示 し続 けたことが よか

っ、た。
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.
睦

本物のしんぶんをみる。 l 略 略 .. 略 略

7
/

l
l ` しんぶんをみる。 「2 くみの しんぶ ん」と 女児⑧が さが したテ レ しんぶんの読み方 をみ 写真をよ く見る。女児

日 田

2 くれ ん掌 をつくるo I

臼　 書　 く

くりか えしてT の まね ビ番組 をさが し見つけ んなに示す。 テレビ番 ⑧ が見つけたテレビ番

を して言う。 る。女児⑧の言 うまね 組を見つけた。 組 をさかす。

しんぶんの文字 をなぞ をす る。 書 く内容を自分で決め 新 しい帽子を買 うとい

10
時

る。 書 く内容を途中で変 え 昨 日のことを文と栓 に う体験 と実物を手がか

チェンジマンの絵を描

く。

ず に書いた。 書いた。

しんぶん をつ くる目的

意識があった。

りによ く話す。

8
/

l
I 熱いお茶こ冷い水を飲む。 「つめたい」「あつい」 話す時は 「つめたいみ 話す時は,「あついお茶 さわった時 にT の顔を

堕 ∃

l

】二重　 画 [ 重

があいまいで 「こっち」 ず」 と言っていたが, を飲み ました」 と言 っ 見なが ら 「あつい」と

と自 らあついお茶 を遺 書 く時にたずね ると女 ていたが, 書 く時にた 反対のこ とを言 う。話

んだが. 話す時 には他 児⑧の話に影景されて ずねるとT がモデルで す時, 書 く時 もその ま

10
時

方を指 さして「こっち」 「あついおちゃ」になっ 示 した 「つめたいみず」 ま 「あつい」 と書 いた。

「しんぶん よ。」 と保健

と言う。 た。 になった。

10

l
lしんぶんをくはる相手をきめる。l

l

】2 く礼 んぶんをつくる。1

T との対話の中で,「か 相手 をきめるときに「お 教材室に来 られていた

いもの」と話す。昨 日 んが く」 と最近呼 びか 保識者や保健室の先生 室に行 く。ニュースを

の出来事 を伝えようと けが多 くみられる言葉 に 「しんぶんをつ くり 読む ように i言うと 「か

l
E [ 車 「 耳

l

す る意欲があった。 がスムーズに出てきた。 ました。みてください。」 い ものにい きました。」

/
10
時

絵のことをたずね ると

「かいもの」とこたえる。

音楽 室に持ってい って

読んでもらい, ニ ッコ

りと笑 う。

と言ってみせ た。 としっか り読めた。

i しんぶんをくぼる0 [

i

(5)考察

①　楽しい表現の場,ひとりひとりが刺激しあった場を多く設定できたか。

○教師との対話の中で,ひとりひとりの発言をとりあげていったことは個人の発言意欲を高

めただけでなく,学級の雰囲気を話しやすくした。又,教師が発言のモデルを常に示したこ

とで女児⑧⑨が話すことに抵抗が少なくなったように思われる。

○子どもの発言内容を教師が仲介となって他の子に話したり,絵や身体動作をとり入れるこ

とで子ども同志の会話が生まれてきた。男児⑦と女児⑧,男児⑦と女児⑨の間によくみられた。

②　語いのイメージをたしかにする指導があったか。

○話す時に絵を描かせたり身体動作をするだけでなく,できるだけ実物を見たり,触ったり

することをした。又,教師の発間は～しましたかだけでなく,細かな状況(形,色など)を

たずねていった。昨日の話ばかりでなく,実際にお茶やジュースを飲み,それをニュースに

書いていく場を設定したが,このような場が今後も必要と考える。

③　書くことの必要性のある場,めあてのはっきりした場の設定ができたか。

○しっかり話し合ったあと文や絵に書いていく時に内容の混乱があったりしたが,回を重ね

るにしたがい話した内容と書く内容が結びらいていった。又,書いたあとアナウンサーとなっ

て読んだり,他の子のを読んだりすることで書くことが伝達の手段として生活の中に活かせ

てきた。各自が書いたニュースを貼り合わせて「しんぶん」という形にし,他の教師に見せ

に行ったことは楽しい経験になった。「次は○○先生に見せにいこう」と子どもたちが階段を

登っていく後ろ姿を見れたことは,なにものにもかえがたいことであった。

(6)今後の課題

学級の中でよく開き話す雰囲気をつくるなかで発語をふやしていくことができるであろう

男児⑥や絵や具体物でイメージを高めたあと書くことに結びつけていきたい男児⑦,教師の

モデルを模倣させていきたい女児⑧⑨,それぞれの個別の課題に応じた指導をどのようにす

るかを考えたい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(竹林地毅)
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寧・実践事例(董準学級高学年組)-日常生活場面_におけることばの指導-

し子ゼもたちのことばは,-日常の具体的,現実的な活動や経準を通しセ伸びるものである:。それ

;ゆえ,土とはの指導は日常のさまざまな機会や場をとらえて取り郷んで高く必要がある。月常的

な場面でめ指導が,チビもたちのことげを伸ばすのに有効である点と七て次のことが考えられる。

占　日常的な活動場面は子どもたちが慣れ親しんでおり,不必要な緊張を伴わずに主体的に自己

表現ができる。

・○　課題の異なるひとりひとり甲子どもに対して,長期にわたり恕続して適切な拇導かできる。

〇、日常の生活場面には,、子どもたちをとりまく周囲の友だち,串とな一,文化　自然などことば

を伸ばす媒介となるものが多い。

1く事例-「朝の会」->`

ことばの指導の留意点で述べたように,児童をとりまく周囲の大人(親,徴師)はそ,の子にこ

とばを強引に教えこもうとしたり,罰をもちこんだりすることはひかえなくてはならないb　そこ

で児童が喜んで主体的に参加できる学習の場の設定が必要になるこ

学校生活の中で児童の言語活動が活発

.に展開される場のひとつに「朝の会」が

ある。一学期のうちはことばの指導に特、

に重点を置いてこなかったが,二学期か

らその内容を再検討し,ことばをよサ豊-

かに引き出して雇着させる指導の場のひ

とつと-して位置づけて.みた。

朝の会の中心的な内容は「おはなしビ

礼

「お は な しピ ンポ ン」をす る 。.

ンボン」と称してい日記の発表である。、前日の家庭での体験を学級の今員に卸?てもらうとい

う活動を児童はことのほか喜んだ。-・児童は周囲の友人や大人に自分の思いや体験を伝え,そし

てせみんなから認吟てもらいた辛という_欲求を強く-もっ.て!いるのであ尋。潮の会は学校生活の一

日の流れの中で快ま?た時印こ位置づけて毎日行えるので,新しい判引手対する時の慕うな緊

∴張が伴わず,しかも継続して取り細めろという利点もある。こうした裡由から,朝の会の「お

はなしピ.ンボン」は開始してからすぐに児華の朝の隼活の中に位置づき_,∴「おはなし-ピンポン

しよう」と児童のロから・誘い申子出るまでにな?た。、.

(1)取り組みの概略

<10月>.次ぺニジに取り1組みの概略を示しているガ∴10月には主に話を.「問く」ことを中心に

取り組ませた。児童ひとりひと:りの日記を教師が大きな,はっきりとした声でゆ?くり読み

あげ,児童が家庭で手伝い等をよくがんばったといった内容があれば,・その場でその子をしっ

.かりほめた。本学級では児童に毎晩日記を記させているが,そこに書かれた内容と,親から
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10月-11月 12月、～1月 2月～3月

.‡「■車一驚
の補足的な説明や意見等(通信欄)を参考にすれば,児童の家庭での生活の様子をおおまか

に知ることができる。教師が児童の家庭生活の様子をあらかじめ把握して'おくと,教師と児

童との間の会話がスムースにいくことが多い。しかし,時々日記を記入してこない児童もい

る。発音が明瞭で,体験の内容をことばで表現できる児童であれば周囲の友人や大人への伝

達がその場でうまくいくが,発語がまだ少ない児童や発音が不明瞭な児童であれば周囲に伝

達することが困難となる場合が多く,そのことが原因でフラストレーションをおこし,パニッ

クに近い状態になる児童もいた。そこで,このような場合にはその児童への問いかけを「き

のう食べたもの」という内容に絞った。食事はどの児童も毎日経験するものであり,楽しい

話題のひとつである。また,必ずしも音声言語を使用しなくても動作等でその内容(なにを

食べたか,どんなにしてつくったか等)を表現することができる。食事を話題にした時には

児童の表情はみちがえるように生き生きとした。

<12月>10月初旬から実施してきた内容に新たに教師からの「問いかけ」を加えた。児童の日

記には「○○をしました」「○○をたべました」といった目的語+述語という型式が多く,そ

の状態がしばらく続いたので,「いつ」「どこで」「だれと」「なにを」「どんなふうに」という

疑問詞を中心にして,各児童の実態に合わせた問いかけを継続していった。朝の会には10-15

分程度の時間をあてたため,児童全員に対して細かい点についての問いかけは時間的に無理

であった。そのため,問いかける内容も児童の理解度に応じてひとりあたり一～二点に焦っ

た。しかし,短時間の簡単な問いかけに止めたことがかえって児童の心理的な負担を軽くさ

せ,結果的に「おはなしピンポン」を長期にわたって継続させることにつながった。一回あ

たりの会話の量は少なくても,児童が喜んで主体的に話そうとするなら,朝の会を続けるこ

とはことばをより豊かにすることにつながると考え,「開く」「話す」の二点を中心に指導を

継続した。

<2月>　1月を過ぎるあたりから「聞く」「話す」に加えて,「書く(描く)」ことも指導内容に

取り入れ始めた。書くテーマの内容によって,書くことはむずかしくもなり,反対に比較的

楽しく書けるようにもなるものである。そこで,できるだけ書くことへの心理的な抵抗感を

少くさせるために,次の二点に留意した。

○　書くテーマは「きのうのこと」とする。児童にとってまだ生き生きとした記憶が残って

おり,昨日の日記にすでに書いた内容なので,書くことに対する心理的な抵抗感が最小に

なるテーマといえる。日記の内容とほぼ同じ内容について書くことになるが;日記と異な

る文や単語で表記していけば,文や単語の新たな学習に十分つなげることができる。

○　文や単語を表記する前にエピソードで自由に絵を描かせ,イメージを十分ふくらませた

うえで文や単語の表記に取り組ませる。
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書くテ一寸を「きのうのこと十にしたことで,-児童は主体的に描画に取り組み始め,自分の

体験にういてのひとりごとや,会話の数が増加した。必要に応じて「どこで」「だれと」といっ

た問い:かけとアドバイスを児童に与えると,急いで家族のひとの姿(例)を描き加え,「おねえ

ちゃん」(とごはんをたべました。)」などとその場でうれしそうに答える児童も.い・た。こうした

ことばが描画に付随して多く表現されるようになると,文の表記に結びつきやすくなる。つま

り,今度はその絵を手がかりにすることで女の表握のポイント(たとえば「おねえちゃん」・と

いう名詞)丁をつかむことができる。「描く」という活動は「開く十「話す」「書ぐ」といった活動

を結びつける媒介的な役割りをもっ'ており(右下の図),文の表記が苦手な児童に効果的であっ

た。下の絵と文は女児⑬が今年度の3月に書いた(描いた)ものである。

睾 高、、七 七 ニ_い
-ヽ...

べ 圭 年 ' '〈 抹

各 ん 末 丁 'ト

ノし .ち し レ 去

l l

~セ 一や・t 。

l

▼.q し 0

l
l
!
1.

L ・

l

」
」

また,教師からの問いかけをしばらく継続したあと.,児童から児童への問いかけも開始した。

「いつ」「どこで」「だれと」「な′にを」「どんなふ、うに」という疑問詞を教師が使用する場面を

まず何度もくり返し視聴させること_が大切であると考えたがi女児⑳と⑲は比較的早い時期か

らこうした疑問詞の使用に慣れ_ることができた。

ひらかな等の表記の.誤りにつ,いては,▼その部分を滑させたり.訂正させたりせずに,誤りのみ

られる`文のみをピックアップして粁しい紙にもう一度正しく表記させるという方法をとった。

誤りがあるとは言え,′児童が自力で書いた文や単語を消しブムで消させることは,せっかく高

まりつつあった書く意欲を低下させるという逆効果を生むと考えたからである。

(2)児童の変容

文章を記したり,.友人や先生に手紙を書くことが得意だった女児⑲は,この「おはなしピン

ポン」の学習を通して疑問詞の使用に慣れ,日常隼活のなかで友人や親,,教師に対して使用す

る回数が増加しつつある。また,細かいマス目のついた市販のノート等・に単文をつらね,自分

の体験や思いを書きこみなから300字程屁の作文を書く回数が1月頃から頻繁になり始めた。

.また,一促音や濁音の表記に誤りみられるものの,・二・・文を書くことに関心をもち始めていた女児

⑬と⑫は2月の中旬から単文,単語をら列して㍉百分の体験やいろいろな記憶を自主的に表現

することができ_るよ.うになった。_休み時間になっても紙に描き続けること、もあ`り,.1その絵の内

容をもとに単文,単語をどんどんら列し,教師に見せでくれるようになっ、た。

12月から継続してきた教師からの問いかけ(「いつ」「どこで」「だれと」「なにを」・「どんなふ
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うに」)についての児童の変容を右表に示

している。それぞれの児童の欄で点線の

上半分が昭和60年10月,点線の下半分が

61年3月の実態であり,意味の理解がで

きている疑問詞には○印を記している。

5名の児童の中で男児⑲,女児⑪,女児

⑲,女児⑲の4名について,これらの疑

問詞の理解に関して進歩がみられた(太

線で囲った部分)。

(3)考察

児童
時
期
「いつ」 「どこで」 「だれと」 「なにを」

男児⑲
10月 ○ ○

3 月 ○ ○ ○

女児⑪
10月 ○ ○ ○

3 月 ○ ○ ○ (⊃

女児⑲
10月 ○ ○ ○ ○

3 月 ○ ○ ○ ○

女児⑬
10月 ○ ○

3 月 ○ ○ ○

女児⑭
10月 ○ ○ ○ ○

3 月 ○ ○ ○ ○ ○

「おはなしピンポン」に児童が喜んで取り組み続けた理由として,自分の体験や気持ちをみ

んなの前で発表できるということが大きな喜びになっていたことがあげられる。児童にとって

きのうの家での生活は生き生きとしたイメージを伴って記憶に鮮明に残っているものである。

またそれたまつわる様々な感情も加わっており,そうした内容を扱ったことが児童の内発的動

機づけに効果的だったのであろう。生活の中から題材を兄い出し,それを基盤にすることが児

童の学習意欲を高め,その持続に有効に働くと言えよう。

児童の実態によっては,保護者の記録を手がかりにしてその発表(表現活動)を援助したこ

とが,児童の課題の克服に効果的であった。ことばの学習では,教師は児童にできるだけ表現

活動(「話す」「書く」)への苦手意識をもたせないように配慮すべきである。書くことに苦手意

識をもつ児童は少なくないが,書く前の段階で自分のイメージを十分にふくらませる手だてと

してひとつのテーマについて自由に描画することも学習への取り組みを活性化させた。

9.ことばをより豊かにするための教材・教具

ことばの学習にとって教材・教具のはたす役割には大きいものがある。現在本学級で使用し,

があがっている教具を6点解説する。今後も教材・教具の開発と改良を継続していきたい。

教　材　・　歓　A・了　イ　デ　7　メ　モ

… ・教具 名I 敗 夏 鳥 .

工

夫

点

0 管璃 人間 .勧 均 喀 亡、を直 面 がう取ヅl吉すせ る

ようにして.′ヾ 一つ.サート.型 l謬 喀 ど・に完 用 す説

教

具

の

耕

法

メ　　　　　　　　　　　　 β

等
指 摘 監〃乍リ壱>
/ヾ 一つ。サ ート

佼

(J ) か っとリ小塙 等 て∴

各 員の輯 芝誌のをうにして 与とも1三万 に電 亡 ・号の萄

レヽ

! ?

こて、場 面 ごとに 人喝 芝とリl言す'し /甲つ 。サ ート

ヒして .雪オ朝 唱勤 労 まご'互真 司乏す令

(2 )型 は の JP ;r lレヒして

とリー詞・したβ勿幅r之七この台紙lこ訊ねtて
l秒う。
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敬.材　・教　員　7　イ　デ　7　メ　モ

敬材 ・軟云率い ビ ラ つ▼きの カ ー ド

工

夫

点
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